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北国街道の宿継として：
街道宿場の役割を終えた後も養蚕業で栄え現在まで歴史街道の風情を保つ

撮影：2012年6月（長野県・東御市海野宿）

◆歴史の荒波を越えて
江戸時代には北国街道の宿駅として栄えました。明治20年に信越本線が開通する

と宿場は衰退し、旅籠当時の二階の大部屋を養蚕業に活かして再び繁栄を築いてい
ます。昭和62年に重要伝統的建造物群保存地区に指定されて以後、道の中央を流れ
る水路を境に散策路と車道に区分されています 水路の石垣や縁石などデ テ ルる水路を境に散策路と車道に区分されています。水路の石垣や縁石などディテール
デザインに配慮が行き届いています。
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